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※絵柄は選べません
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当たる！！
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感想をお寄せいただくと…
抽選で10名様に
そめみち染物旗店様の
『雫シリーズ祝儀袋（ハンカチ）
もしくはコースター』をプレゼント！
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抽選で10名様に
そめみち染物旗店様の
『雫シリーズ祝儀袋（ハンカチ）
もしくはコースター』をプレゼント！

こちらから感想を
お寄せください！→
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お寄せください！→

編 集 後 記
　『ほうぼわかやま』では 21 号から、「ものづくり at わかやま」の
連載を続けています。その取材で必ず登場するのが「伝統」という言葉。
蓄積された知識と経験に基づく確かな技術があって、初めて成り立
つ仕事だという厳しさが伝わるワードです。
　それに加えて、最近では「変化に合わせる」「知ってもらう」といっ
たフレーズの登場頻度が増えました。「いいものをつくっているんだ
から」とあぐらをかいていては通用しない時代になったということ
でしょう。今回掲載した染物店でも、伝統の技術とデジタルの融合や、
スポーツチームとのコラボに取り組んでいます。11 月には 30 代の
若い経営者が中心となって、「和歌山ものづくり文化祭」が開催され
ました。
　そういう動きを紹介し、地域の魅力向上につなげることも、私たち
のような情報誌の重要な役割です。しかし、ここでひとつ懸念事項
があります。それは、はたして自分たちはあぐらをかいてはいない
かということ。これまで発行してきたスタイルを守るだけでなく、知っ
てもらう努力を続け、変化を恐れずに挑戦することができているで
しょうか。あらためて、「原稿づくり」の態度を見つめ直しています。
　そのためにも、読者の皆さまからのお声は大変貴重です。右側の
QR コードから、ぜひ感想をお寄せください。

編集長　宇治田 健志

ウイング 和歌山詳しくはウェブで検索→ https://w-i-n-g.jp
ほうぼわかやまのバックナンバーは弊社ホームページからもダウンロードできます。

協力機関

「ほうぼわかやま」発行について
和歌山の歴史・文化を掘り起こし郷土愛を育む一助になればと、弊社が自費で
2008 年から年 2回発行している情報誌です。また、この活動を通して、郷土と
社内の活性化の両立を図ることを目的としています。
設置場所：和歌山市内のコミュニティーセンター、県内の図書館、TSUTAYA WAYなど
　　　　　 詳しくはホームページをご覧ください。

本誌を作成するにあたり、次の機関・団体にご協力をいただきました。
厚く御礼申し上げます。　　　　　　　　　　　　　　（順不同・敬称略）

和歌山県神社庁、和歌山県立紀伊風土記の丘、和歌山県立博物館、宗教法人
粉河寺、水門吹上神社、有田川町、そめみち染物旗店、棕櫚箒製作舎
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▲御霊駅跡

▲藤並駅付近の壁画

印刷物を中心に広報活動をお手伝いする会社です。「ほうぼわかやま」の発行や
本づくりを通じ、文字による地域文化の振興を目指しています。就職応援 BOOK 

「COURSE（コース）」や、キャリア教育本「さくらノート」も発行しています。［沿
革］創業 1972 年。設立 1981 年。

27 号 8頁の「1953年（昭和二十六）」は「1953年（昭和二十八）」の誤りでした。
お詫びして訂正いたします。


